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流出油事故対策本部の動き、急ピッチ!

燃油暴騰！
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7・15 全国一斉休漁
強力な燃油対策の早急実施を要望！
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新年のご挨拶

水産物を使った料理教室で交流会

賀川豊彦の功績と記念事業

サワラ漁は͡·る（ＪＦޒ৭ொ）

平成25年度 兵庫県功労者表彰 ～農林水産功労で２名の方が受賞～
平成24年度  のり共販終了
ご存知ですか？ ライフガードレディース
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表紙の言葉

一匹の 鰆を以って もてなさん　　　高浜 虚子
　魚体が細長く、狭い腹（サハラ）であることが語源とさ
れるサワラ。
　漢字では、魚偏に春と記し、文字通り春に旬を迎えます。
くせのない上品な白身で、刺身、タタキのほか味噌漬け、
フライ、ムニエルなどに調理され私たちを楽しませてくれ
ますが、近年、漁獲量の激減から、多くの人々の努力によっ
て資源回復が図られています。
　これからも、サワラの水揚げで活気付く浜の風景が見
られるよう願ってやみません。

サワラ漁はじまる（ＪＦ五色町）

No.679   May. 2013

	 ２	 ようそろ

	 ３	 燃油高騰に大きな不満！	小型イカ釣漁業が一斉休漁
	 	 平成25年度		県功労者表彰

	 ４	 淡路島で地震（Ｍ6.2）

	 ５	 平成24年度		のり共販終了

	 ６	 サワラ漁がスタート

	 ７	 系統・漁協新人職員紹介

	 ８	 カキに続け！	アサリの延縄式垂下蓄養肥育

	 10	 ご存知ですか？ライフガードレディース

	 11	 兵庫JCC通信

	 12	 旬に想う
	 	 大輪田塾だより

　
「
人
は
人
と
出
会
っ
て
人
と
成
る
」
誰
で
も
、
こ
の
人
と
出
会
っ
た

こ
と
で
人
生
が
開
け
た
な
、
と
い
う
出
会
い
は
あ
る
と
思
う
。
私
も
こ

の
方
と
の
出
会
い
が
無
け
れ
ば
今
の
私
は
な
か
っ
た
と
常
々
感
謝
し
て

い
る
お
方
が
三
人
い
る
。
ご
本
人
の
迷
惑
も
顧
み
ず
、
い
い
機
会
な
の

で
ご
紹
介
し
た
い
。

　

先
ず
は
県
内
水
面
漁
連
（
水
産
業
改
良
普
及
嘱
託
員
）
時
代
に
「
県
漁
連
に
嘱
託
員
の
空
席
が
出

た
。
漁
連
の
仕
事
は
こ
れ
か
ら
面
白
く
な
る
で
～
」
と
半
ば
強
引
に
転
職
を
お
世
話
頂
い
た
田
Ｄ
さ

ん
。
当
時
は
水
産
課
課
長
補
佐
で
軽
妙
な
語
り
口
と
豊
か
な
発
想
力
で
ご
指
導
い
た
だ
き
、
懐
が
寒

い
折
仲
人
ま
で
お
務
め
頂
い
た
。
漁
連
と
い
う
新
天
地
を
与
え
て
頂
い
た
大
恩
人
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
旧
県
漁
連
時
代
に
三
浦
会
長
の
あ
と
、
諸
々
の
公
害
対
策
や
三
漁
連
の
合
併
な
ど
黎
明

期
の
漁
業
界
を
牽
引
さ
れ
た
Ｙ
田
会
長
と
出
会
え
た
こ
と
。
国
内
外
視
察
や
国
会
陳
情
、
油
濁
基
金
等

中
央
機
構
の
創
設
活
動
な
ど
様
々
な
場
面
に
随
伴
し
、
漁
協
組
織
の
役
割
や
将
来
へ
の
夢
な
ど
教
示
頂

い
た
。
迅
速
果
敢
な
行
動
力
と
事
を
成
す
強
い
信
念
で
障
壁
を
打
破
さ
れ
る
反
面
、
常
に
四
囲
に
気

配
り
を
忘
れ
な
い
優
し
い
方
だ
っ
た
。
思
慮
不
足
で
よ
く
怒
ら
れ
た
が
、
何
故
か
後
味
が
爽
や
か
だ
っ

た
。
早
逝
し
た
実
父
よ
り
思
い
出
が
多
く
、
私
に
は
慈
父
で
あ
り
、
厳
父
で
あ
り
、
人
生
の
師
で
あ
る
。

勿
論
、
現
漁
連
会
長
の
お
父
上
で
あ
る
。
二
代
に
亘
り
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
感
謝
に
堪
え
な
い
。

　

そ
し
て
弁
護
士
の
Ｎ
田
さ
ん
で
あ
る
。
昭
和
四
十
六
年
？
国
会
の
食
堂
で
言
葉
を
交
し
て
以
来

四
十
数
年
、
ご
厚
情
を
頂
い
て
い
る
。
バ
リ
ト
ン
ボ
イ
ス
と
少
々
早
口
で
も
歯
切
れ
の
良
い
江
戸
っ

子
弁
、
豊
富
な
話
題
、
明
朗
で
広
い
人
脈
、
付
き
合
う
ほ
ど
に
魅
力
が
増
す
味
わ
い
深
い
方
だ
。
悩

み
苦
し
ん
だ
時
に
は
的
確
な
助
言
や
励
ま
し
を
頂
い
た
こ
と
も
度
々
で
、
家
族
共
々
全
幅
の
信
頼
を

お
く
心
強
い
友
で
あ
り
師
で
あ
る
。

　

浅
学
非
才
の
私
だ
が
、
三
人
の
「
田
さ
ん
」
と
の
出
会
い
が
、
後
々
、
素
晴
ら
し
い
上
司
や
同
僚
、

友
人
と
の
出
会
い
に
繋
が
っ
て
い
る
。「
人
ひ
と
り
異
な
れ
ば
こ
そ
価
値
が
あ
る
」
を
口
癖
に
、
実

に
多
く
の
方
々
に
支
え
ら
れ
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
当
に
日
々
是
好
日
の
人
生
で
は
？
と
感
謝
し
て

や
ま
な
い
。

～
ず
っ
と
真
っ
直
ぐ
に
～
（
よ
う
そ
ろ
と
は
航
海
用
語
で「
宜
し
く
候
」の
意
。

 

主
に
船
を
直
進
さ
せ
る
と
き
の
号
令
と
し
て
使
わ
れ
る
）

「
恩
人
と
の
出
会
い
」
に
感
謝
を
こ
め
て

㈶
兵
庫
県
水
産
振
興
基
金
専
務
理
事
　
戸 

田
　
氏 

懿
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各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ
　
全
国
い
か
釣
漁
業
協
議
会
（
能
登 

博
之
会
長
）
は
、
厳
し
い
経
営
状
況

の
中
、
こ
れ
ま
で
減
速
走
行
な
ど
燃
油
コ
ス
ト
削
減
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
が
、
近
年
の
燃
油
価
格
の
高
止
ま
り
に
加
え
、
景
気
浮
揚
策
に
よ
る
急
速

な
円
安
進
行
で
燃
油
が
高
騰
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
窮
状
を
訴
え
る

た
め
、
4
月
16
日
（
火
）
の
全
体
会
議
で
一
斉
休
漁
を
決
定
し
、
4
月
27
日

（
土
）
と
28
日
（
日
）
の
2
日
間
実
施
し
ま
し
た
。

　
休
漁
し
た
の
は
同
協
議
会
に
所
属
す
る
小
型
イ
カ
釣
漁
船（
30
ト
ン
未
満
）

４
、０
０
０
隻
の
う
ち
対
象
と
な
る
約
１
、５
０
０
隻
で
、
県
内
で
は
Ｊ
Ｆ
浜

坂
町
（
川
越 

一
男
組
合
長
）
の
約
19
ト
ン
6
隻
が
参
加
し
ま
し
た
。
同
協

議
会
が
一
斉
休
漁
す
る
の
は
、
２
０
０
８
年
（
平
成
20
年
）
7
月
15
日
に
東

京
で
約
３
、５
０
０
人
が
集
ま
っ
た「
漁
業
経
営
危
機
突
破 

全
国
漁
民
大
会
」

と
併
せ
て
行
わ
れ
、
全
国
20
万
隻
が
参
加
し
た
「
漁
船
一
斉
休
漁
」
以
来
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
26
日
、
同
協
議
会
は
本
川 

一
善
水
産
庁
長
官
に
対
し
、

急
激
な
円
安
等
に
よ
る
燃
油
価
格
異
常
高
騰
分
へ
の
緊
急
政
策
や
、
漁
業
経

営
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
構
築
事
業
の
抜
本
的
改
善
な
ど
を
強
く
求
め
ま
し

た
。

　
Ｊ
Ｆ
全
漁
連
（
服
部 

郁
弘
会
長
）
で
は
5
月
29
日
（
水
）
に
東
京
で
「
我

が
国
漁
業
の
存
続
を
求
め
る
全
国
漁
業
代
表
者
集
会
」
を
開
催
す
る
こ
と
を

決
定
し
、
今
後
、
一
連
の
問
題
に
つ
い
て
業
界
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

　
決　

定
！

　
兵
庫
県
で
も
5
月
25
日
（
土
）
に
淡
路
市 

国
際
会
議
場
で
「
兵
庫
県

漁
民
大
会
」
を
開
催
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

燃
油
高
騰
に
大
き
な
不
満
！

  
小
型
イ
カ
釣
漁
業
が
一
斉
休
漁

  

～
５
月
末
に
は
本
県
・
全
国
で
集
会
開
催
～

【農林水産功労】

　里村　　克 様

　（香住水産加工協同組合代表理事組合長）

【農林水産功労】

　上村　広一 様
　（ ＪＦ坊勢代表理事組合長、
　  兵庫県漁業共済組合組合長理事）

　兵庫県は５月３日（金）に「平成25年度県功労者表彰」の受賞者の発表を行い、水産関係から２名の方が
選ばれました。なお、授賞式は５月21日（火）に神戸市中央区の県公館で行われます。
　受賞されました方は次の通りです。

～水産関係から２名が受賞～

平成25年度  県功労者表彰
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各団体からの報告 ＲＥＰＯＲＴ

　
４
月
13
日（
土
）、
午
前
5
時
33
分
に

淡
路
島
付
近
を
震
源
と
し
た
地
震
（
淡

路
で
最
大
震
度
６
弱
・
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
６・３
）
は
淡
路
島
の
漁
港
に
被
害

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
地
震
発
生
当
時
は
大
き
な
混
乱
は
無

く
、
落
ち
着
い
た
対
応
が
な
さ
れ
た
よ

う
で
す
が
、
浜
で
は
、
竣
工
式
直
前
の

Ｊ
Ｆ
津
名
荷
さ
ば
き
所
（
生
穂
漁
港
）

が
ひ
び
割
れ
、沈
下
等
の
被
害
を
受
け
、

式
典
が
延
期
に
な
っ
た
ほ
か
、
各
漁
港

や
漁
船
に
も
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
住
宅
等
で
は
瓦
が
落
ち
る
な
ど
の

被
害
が
あ
り
ま
し
た
。
兵
庫
県
が
漁
港

に
つ
い
て
被
害
状
況
を
調
べ
た
結
果
は

下
図
の
と
お
り
で
す
。

　
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
は
心
よ
り
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

淡路島で地震（Ｍ6.2）
　～淡路島内の漁港などに被害～

ひび割れも各漁港で見られた

目地が開いた護岸

被害を受けたＪＦ津名新荷さばき所
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今
漁
期
最
終
の
共
販
と
な
る
第
12
回
乾
の
り
入

札
会
が
、
５
月
１
日
（
水
）、
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
の

り
流
通
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
行
わ
れ
、
約
90
名

（
38
社
）
の
出
席
が
あ
り
ま
し
た
。

　
上
場
枚
数
は
２
、１
１
９
万
枚
で
、
共
販
金
額 

は
１
億
２
、１
５
１
万
円
と
な
り
、
今
漁
期
の
兵 

庫
県
の
の
り
共
販
結
果
は
生
産
枚
数
11
億
７
、８ 

０
４
万
枚
（
昨
年
比：▲
３
億
６
、０
７
５
万
枚
）、

共
販
金
額
90
億
９
、１
１
０
万
円
（
昨
年
比
：
▲

53
億
９
、６
８
６
万
円
）
と
な
り
ま
し
た
。（
今
漁

期
の
結
果
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。）

　
最
終
共
販
の
挨
拶
に
立
っ
た
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連 

突
々 

淳
参
事
は
「
今
漁
期
は
兵
庫
県
で
も
全
国

で
も
厳
し
い
結
果
と
な
っ
た
。
今
期
も
発
生
し
た

色
落
ち
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
は
瀬
戸
内
海

再
生
の
動
き
を
進
め
、
今
年
９
月
の
臨
時
国
会
で

の
法
案
提
出
に
向
け
た
検
討
が
行
わ
れ
る
」と
し
、

豊
か
な
海
を
取
り
戻
す
運
動
が
確
実
に
進
ん
で
い

る
こ
と
を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
兵
庫
県
海
苔
入
札
指
定
商
組
合 

松

谷 

晃
理
事
長
（
松
谷
海
苔
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）

は
「
全
国
の
ノ
リ
単
価
平
均
が
昭
和
38
年
以
来
の

約
50
年
ぶ
り
の
安
価
の
年
と
な
っ
た
。
ま
だ
ま
だ

我
々
業
界
は
デ
フ
レ
か
ら
脱
却
で
き
ず
苦
し
ん
で

い
る
が
、今
年
手
に
入
っ
た
良
い
ノ
リ
を
売
っ
て
、

需
要
を
喚
起
し
来
年
に
つ
な
げ
た
い
」
と
さ
れ
ま

し
た
。

　
今
漁
期
は
、
栄
養
塩
が
少
な
い
中
で
の
ス
タ
ー

ト
と
な
り
、
強
風
の
影
響
が
あ
っ
た
も
の
の
当
初
は

順
調
な
生
産
が
続
き
ま
し
た
が
、
２
月
中
旬
以
降
に

色
落
ち
が
発
生
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
栄
養
塩
の
回

復
が
見
ら
れ
ず
、
各
地
で
減
産・終
漁
が
進
む
な
か
、

当
初
予
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
合
計
13
回
の
共
販
を

12
回
に
短
縮
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
、
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
や
各
Ｊ
Ｆ
で
は
、
従
来

の
海
底
耕
耘
や
「
か
い
ぼ
り
」
の
展
開
を
進
め
る

と
と
も
に
、
下
水
道
管
理
運
転
の
要
請
や
、
国
等

に
「
豊
か
な
海
」
の
再
生
を
目
指
し
た
運
動
を
行

い
、
ノ
リ
生
産
は
も
ち
ろ
ん
、
漁
船
漁
業
の
発
展

に
も
繋
げ
る
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連 

の
り
海
藻
事
業
本
部

平
成
24
年
度
の
り
共
販
終
了

平成24年度　兵庫県乾のり共販結果
共販年度 共販枚数 共販金額 平均単価

本　
県

平成24年 11億7,804万枚 90億9,110万円 7円70銭
平成23年 15億3,879万枚 144億8,796万円 9円39銭
平成22年 11億3,483万枚 90億9,429万円 7円99銭

全　
国

平成24年 81億8,758万枚 702億0,913万円 8円57銭
平成23年 77億6,852万枚 772億1,329万円 9円94銭
平成22年 85億5,101万枚 785億6,692万円 9円19銭

今年度最終共販・見付場の様子

瀬戸内海再生について話す突々参事松谷理事長のあいさつ
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各団体からの報告 ＲＥＰＯＲＴ
　
4
月
20
日
（
土
）
か
ら
瀬
戸
内
海
側
の
流

し
網
、
は
な
つ
ぎ
網
な
ど
に
よ
る
サ
ワ
ラ
漁

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｆ
五
色
町
（
播
磨 

孝
次
組
合
長
）
は
、

古
く
か
ら
サ
ワ
ラ
流
し
網
漁
業
が
盛
ん
な
こ

と
か
ら
、
地
域
を
代
表
す
る
魚
と
し
て
地
元

に
親
し
ま
れ
、
洲
本
市
の
“
市
の
魚
”
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
4
月
25
日
（
木
）
に
は

人
気
漫
才
師
ト
ミ
ー
ズ
健

さ
ん
を
迎
え
て
、
サ
ワ
ラ

を
特
集
す
る
テ
レ
ビ
番
組

（
関
西
テ
レ
ビ
5
月
20
日

（
月
）
放
送
予
定
）
の
収
録

が
、
同
Ｊ
Ｆ
の
協
力
の
も

と
行
わ
れ
ま
し
た
の
で
取

材
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
収
録
は
ま
ず

浜
で
行
わ
れ
、

同
Ｊ
Ｆ
組
合

員 
杉
本 
光
一

さ
ん
の
サ
ワ
ラ

に
つ
い
て
の
説

明
や
、
播
磨
組

合
長
の
サ
ワ
ラ
を
さ
ば
く
シ
ー
ン

が
撮
影
さ
れ
ま
し
た
。「
大
阪
で

は
切
り
身
で
し
か
見
た
こ
と
が
な

い
」
と
初
め
て
み
る
サ
ワ
ラ
の
魚

体
に
驚
く
健
さ
ん
は
、
刺
身
を
口

に
し
て
何
度
も
「
う
ま
い
！
」
を

連
発
。ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
も「
美

味
し
い
」
と
大
好
評
で
し
た
。
こ

の
後
、
番
組
ス
タ
ッ
フ
は
地
元
3

家
庭
で
焼
き
物
、
煮
付
け
、
フ
ラ

イ
の
ほ
か
混
ぜ
御
飯
な
ど
の
サ
ワ

ラ
料
理
を
撮
影
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
取
材
し
て
い
る
時
、
播
磨
組
合
長

か
ら
サ
ワ
ラ
に
関
す
る
様
々
な
お
話
を
伺
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
激
減
し
た
サ
ワ
ラ
資

源
の
回
復
を
図
る
た
め
、
10
年
以
上
も
前
か

ら
行
わ
れ
て
い
る
サ
ワ
ラ
の
受
精
卵
放
流
を

は
じ
め
、
中
間
育
成
、
網
目
規
制
と
い
っ
た

資
源
管
理
と
あ
わ
せ
、
沖
が
混
乱
す
る
の
を

避
け
る
時
間
差
出
漁
、
操
業
時
間
短
縮
、
す

ぐ
に
氷
水
で
し
め
て
鮮
度
保
持
に
努
め
る
と

い
っ
た
操
業
・
価
格
向
上
の
取
組
み
な
ど
を

お
聞
き
し
、
同
Ｊ
Ｆ
の
サ
ワ
ラ
に
か
け
る
熱

い
想
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

播磨組合長によるサワラのさばき実演

サワラについて説明する杉本さん（左端）

サ
ワ
ラ
漁
が
ス
タ
ー
ト

　

～
Ｊ
Ｆ
五
色
町
が
テ
レ
ビ
番
組
取
材
に
協
力
～

㈶
兵
庫
県
水
産
振
興
基
金

組合員 大西貴士さんの家での撮影風景 　　　　　　　　　
奥様の久美さんがサワラの混ぜごはんやアクアパッツァを紹介
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新たに採用された職員の皆さんを
ご紹介します

系統・漁協
新人職員紹介

ＪＦ共水連兵庫県事務所

企画推進課

三
み

浦
うら

　裕
ゆう

介
すけ

　私は中学校から大学まで
陸上長距離に携わってきまし
た。陸上をとおして人との繋が
りを大切にしてきました。
　業務でも人との繋がりを大
切にして頑張りたいと思いま
す。宜しくお願いします。

ＪＦ神戸市

事業部 販売購買課

井
いの

上
うえ

　裕
ゆう

紀
き

　１月からＪＦ神戸市で勤務
しております。確実に業務をこ
なせるように日々努力してい
きます。そして組合員のために
精一杯頑張ります。

ＪＦ神戸市

事業部 販売購買課

森
もり

本
もと

　淳
あつ

史
し

　漁師さんをはじめ多くの人
が築いて来られたこの組合の
名に恥じぬよう、精一杯努力
していきたいと思います。どう
かご指導のほどよろしくお願
いします。

ＪＦ南あわじ

菅
すが

　舞
まい

佳
か

　まだ分からない事だらけで
すが、１日でも早く仕事を覚え
て一生懸命頑張りたいと思っ
ていますので、よろしくお願い
します。

ＪＦ兵庫漁連

石油部 西飾磨給油所

岡
おか

﨑
ざき

　彩
あや

　私は幼い頃から海や魚が好きで、水産業
界にずっと興味を持っておりました。将来も
水産に携わる仕事に就きたいと水産大学校
に進学しました。在学中は水産関連の様々
な分野を学び、より一層水産業界に関心を
持ちました。そのなかでも特に漁業者の方々
と関わる仕事、漁業者の方々に貢献できる
仕事をしたいと思うようになりました。そし
て、それを実現できる漁連という組織に加
わることが出来ました。この幼い頃から持ち
続けてきた想いを忘れず、これから精一杯
頑張ります。よろしくお願い致します。

ＪＦ兵庫漁連

淡路油槽所 仮屋給油所

岡
おか

田
だ

　早
さ

生
き

特技：書道（師範を目指しています）
趣味：これといって趣味を持っていな

いので、是非誘ってください。
好きな食べ物：うどん
　漁連の一員として漁師さんのために
頑張ります。仕事を通して強い女性に
なりたいと思います。

ＪＦ兵庫漁連

石油部 明石油槽所

多
た

田
だ

　幸
ゆき

弘
ひろ

 「人生思いきり、そして開き直
り」をモットーに頑張ります。
　頑張ります。
　　頑張ります。
　よろしくお願いします。
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各団体からの報告 ＲＥＰＯＲＴ

ＪＦ兵庫漁連

貴
さ す が

家　誠
まこと

　初めてお会いした方と、名刺交換をいたしますと、私の名字の珍しさに
先ず話題が行きます。私自身の出身地は千葉県ですが、父の実家が山梨
県にあり、何世代か遡ると神社の神主をやっていた関係で、このような珍
しい名字と聞いております。また、血縁はありませんが、ＴＶアニメ番組
「サザエさん」で、タラちゃん役の声優の方が、同じ苗字の貴家さんです。
　さて、私はこれまでＪＦ全漁連で、販売事業・購買事業・指導事業の各
部門を経験して参りましたが、このような漁業現場に近いところで仕事を
するのは初めてで、貴重な経験をさせていただく喜びを感じております。
これから兵庫県の漁業者のために誠心誠意頑張りたいと存じますので、
よろしくお願い申しあげます。

　
４
月
１
日
よ
り
、
人
材
交
流
の
一
環
と
し
て
、

全
国
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
か
ら
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁

連 
指
導
部
に
出
向
し
て
こ
ら
れ
た
方
を
紹
介
い

た
し
ま
す
。

　
本
県
の
西
播
磨
地
域
で
の
カ
キ
の
養
殖
は
、
漁
場
環
境
に

恵
ま
れ
、
良
好
な
生
産
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
本
養
殖
の
開

始
か
ら
１
年
で
出
荷
サ
イ
ズ
に
成
長
し
、
他
県
に
比
べ
て
と

て
も
成
長
が
早
い
こ
と
か
ら
、
ア
サ
リ
の
蓄
養
肥
育
も
行
わ

れ
、
カ
キ
と
同
様
に
身
入
り
の
良
い
高
品
質
な
ア
サ
リ
が
生

産
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
稿
で
は
Ｊ
Ｆ
室
津
青
年
部･

ア
サ
リ

同
業
会
が
取
り
組
ん
で
い
る
延
縄
式
ア
サ
リ
蓄
養
肥
育
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
ア
サ
リ
蓄
養
肥
育
は
、
カ
キ
養
殖
と
同
じ
孟
宗
竹
と
杉
を

使
っ
た
も
の
や
、
鉄
パ
イ
プ
で
作
成
さ
れ
た
筏
に
、
砂
を
入

れ
た
コ
ン
テ
ナ
を
吊
る
す
垂
下
式
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

風
浪
の
強
い
場
所
で
は
、
筏
の
振
動
に
よ
り
コ
ン
テ
ナ
の
中

の
砂
が
流
失
し
て
し
ま
う
の
で
、
設
置
場
所
は
湾
内
の
奥
部

の
静
穏
な
海
域
に
限
定
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
Ｊ
Ｆ
室
津
青
壮
年
部
と
ア
サ
リ
同
業
会
は
、
㈶

兵
庫
県
水
産
振
興
基
金
及
び
西
播
振
興
協
議
会
の
補
助
を
受

け
、
比
較
的
風
浪
の
影
響
を
受
け
る
海
域
で
も
垂
下
式
蓄
養

肥
育
が
可
能
と
な
る
養
殖
技
術
開
発
に
平
成
22
年
度
か
ら
取

り
組
み
ま
し
た
。
そ
れ
が
、「
延
縄
式
垂
下
蓄
養
肥
育
」で
す
。

　
延
縄
式
垂
下
蓄
養
肥
育
は
図
１
、２
の
よ
う
に
フ
ロ
ー
ト

を
結
び
つ
け
た
１
０
０
ｍ
の
幹
縄
に
コ
ン
テ
ナ
を
垂
下
し
て

い
ま
す
。
当
初
は
、
ノ
リ
養
殖
で
よ
く
用
い
ら
れ
る
樽
型
フ

光
都
農
林
水
産
振
興
事
務
所
水
産
漁
港
課

カ
キ
に
続
け
！ 

ア
サ
リ
の
延
縄
式
垂
下
蓄
養
肥
育

　
　

～
室
津
漁
協
青
年
部
・
ア
サ
リ
同
業
会
の

 

延
縄
式
ア
サ
リ
蓄
養
肥
育
の
取
り
組
み
～

図１　改良型延縄式垂下蓄養施設の概略図
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ロ
ー
ト
を
用
い
ま
し
た
が
、
波
の
影
響
を
受
け
や
す
く
、

砂
の
流
失
が
起
こ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

施
設
の
検
討
・
設
置
に
中
心
的
取
り
組
ん
だ
Ｊ
Ｆ
室
津
の

磯
部 

公
一
氏
が
色
々
と
試
行
錯
誤
し
た
結
果
、
直
径
39

㎝
の
玉
型
フ
ロ
ー
ト
を
用
い
、
通
常
の
波
で
は
水
面
に
浮

い
て
い
る
が
、
大
き
な
波
が
来
た
場
合
は
水
没
す
る
程
度

の
浮
力
に
調
整
（
直
径
39
㎝
の
玉
型
フ
ロ
ー
ト
１
個
に
コ

ン
テ
ナ
２
箱
を
吊
す
）
を
し
た
も
の
に
改
良
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
平
成
24
年
４
月
の
台
風
並
み
の
低
気
圧
（
爆

弾
低
気
圧
）
の
通
過

で
も
砂
の
流
出
は
な

く
、
良
好
に
ア
サ
リ

が
生
育
す
る
こ
と
が

確
認
で
き
ま
し
た
。

　
垂
下
式
蓄
養
肥
育

の
ア
サ
リ
は
常
時
水

中
に
あ
る
た
め
、
常

に
摂
餌
が
で
き
る
こ

と
か
ら
、
天
然
ア
サ

リ
よ
り
も
太
り
や
す

い
環
境
に
あ
り
ま

す
。
実
際
、
当
該
試

験
で
蓄
養
し
た
も
の

は
図
３
、４
が
示
す

よ
う
に
非
常
に
身
入

り
が
よ
く
、
甘
み
が

強
く
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
通
常
、
コ
ン

テ
ナ
あ
た
り
１
５
０

個
程
度
の
ア
サ
リ
を

入
れ
て
蓄
養
肥
育
し

ま
す
が
、
こ
の
実
験

で
３
０
０
個
の
ア
サ

リ
を
収
容
し
て
も
通

常
と
同
様
に
生
育
す

る
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
玉
型
フ
ロ
ー
ト
を
用
い
た
延
縄
式
施
設

は
、
風
浪
の
影
響
を
受
け
る
海
域
で
も
コ
ン
テ
ナ
内
の
砂

を
流
失
さ
せ
ず
に
良
好
な
ア
サ
リ
が
生
産
で
き
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
県
下
各
地
の
地
先
海

面
で
も
ア
サ
リ
を
初
め
と
す
る
二
枚
貝
の
蓄
養
肥
育
、
さ

ら
に
は
養
殖
が
可
能
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
、
今
後
の

各
地
で
の
普
及
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

図２　改良型延縄式垂下蓄養施設

拡 大 図

図４　蓄養肥育したアサリの身入り（肥満度）の推移

図３　蓄養肥育試験開始時と試験終了後のアサリの身入り

試験開始時（Ｈ24．12．14） 試験終了時（Ｈ25．３．14　３ヶ月後）
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各団体からの報告 ＲＥＰＯＲＴ

　
宮
城
県
の
漁
協
女
性
部
が
始
め
た
ラ
イ
フ
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
着
用
推
進
活
動
を
き
っ
か
け
に
誕
生
し
た

ラ
イ
フ
ガ
ー
ド
レ
デ
ィ
ー
ス
（
以
下
、
Ｌ
Ｇ
Ｌ

と
表
記
）
は
平
成
24
年
12
月
末
時
点
で
全
国
約

２
、６
０
０
人
を
超
え
る
方
々
に
委
嘱
さ
れ
、様
々

な
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
県
内
で
も
６
名
の

方
に
委
嘱
さ
れ
て
お
り
、
今
回
は
Ｊ
Ｆ
高
砂
（
松

本 

力
組
合
長
）
の
３
名
の
Ｌ
Ｇ
Ｌ
さ
ん
か
ら
、

お
話
を
伺
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し

ま
す
。（
な
お
、
Ｌ
Ｇ
Ｌ
３
名
の
方
が
お
名
前
の

掲
載
を
遠
慮
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
Ｌ
Ｇ
Ｌ
さ
ん
と

掲
載
し
て
い
ま
す
。）

　
Ｌ
Ｇ
Ｌ
の
活
動
が
始
ま
っ
た
き
っ
か
け
は
、
海

難
事
故
が
多
発
す
る
な
か
、
加
古
川
海
上
保
安
署

よ
り
救
命
胴
衣
着
用
推
進
を
目
的
に
活
動
が
出
来

な
い
か
と
Ｊ
Ｆ
高
砂
（
松
本 

力
組
合
長
）
に
打

診
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
で
し
た
。
松
本
組
合
長
は

「
女
性
の
力
を
借
り
た
い
」
と
役
員
の
奥
様
で
あ

る
３
名
の
方
を
推
薦
し
、
一
昨
年
の
１
月
に
同
保

安
署
に
て
委
嘱
式
を
経
て
、
晴
れ
て
Ｌ
Ｇ
Ｌ
の
誕

生
と
な
り
ま
し
た
。

　
も
と
も
と
こ
の
地
区
に
は
、
出
港
と
帰
港
の

際
、
必
ず
女
性
が
見
送
り
、
出
迎
え
を
行
う
習
慣

が
あ
り
ま
す
。
Ｌ
Ｇ
Ｌ
さ
ん
の
３
名
は
地
区
内
に

あ
る
３
ヶ
所
の
船
着
場
を
そ
れ
ぞ
れ
担
当
し
、
他

の
女
性
の
方
と
一
緒
に
な
っ
て
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
の
着
用
確
認
や
声
掛
け
を
行
う
な
ど
の
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
Ｌ
Ｇ
Ｌ
さ
ん
は
「
高
砂
地

区
は
約
20
年
前
か
ら
高
砂
市
漁
業
組
合
連
合
会
主

催
“
漁
船
海
難
防
止
講
習
会
”
を
行
っ
て
お
り
安

全
に
対
す
る
意
識
は
高
い
う
え
、
浜
の
習
慣
が
重

な
り
、
着
用
推
進
の
声
掛
け
も
円
滑
に
出
来
た
。

女
性
に
言
わ
れ
る
と
皆
、
聞
く
耳
を
持
っ
て
く
れ

る
よ
う
で
す
」
と
話
さ
れ
、
松
本
組
合
長
は
「
男

性
よ
り
も
女
性
の
ほ
う
が
適
任
」
と
話
さ
れ
ま
し

た
。

　
Ｌ
Ｇ
Ｌ
の
皆
さ
ん
の
活
動
や
講
習
会
の
甲
斐
も

あ
っ
て
、
松
本
組
合
長
は
「
着
用
率
１
０
０
％
」

と
断
言
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
先
日
も
同
保
安
署
が

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
着
用
状
況
を
抜
き
打
ち
で

調
査
を
し
た
と
こ
ろ
、
全
員
着
用
し
て
い
た
と
の

こ
と
で
す
。
Ｌ
Ｇ
Ｌ
さ
ん
は「
前
回
の
講
習
会
で
、

膨
張
式
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
上
着
の
下
に
着
る

と
効
果
が
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ
う
い
っ
た

講
習
会
で
の
情
報
収
集
は
大
事
だ
と
感
じ
ま
し

た
。
今
後
も
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
行
っ
て
い

き
た
い
」と
話
さ
れ
、松
本
組
合
長
は「
こ
う
い
っ

た
取
組
み
が
他
地
区
に
も
拡
が
っ
て
い
け
ば
」と
、

今
後
の
県
内
各
地
で
の
海
難
防
止
活
動
の
盛
り
上

が
り
に
期
待
を
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
帰
り
際
に
Ｊ
Ｆ
事
務
所
玄
関
を
見
る
と
、
ラ
イ

フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
・
浮
輪
が
整
然
と
並
べ
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
お
聞
き
す
る
と
「
事
務
所
前
の
浜
に
、

祭
り
な
ど
で
大
勢
が
集
ま
る
こ
と
が
あ
る
。
万
が

一
に
備
え
て
、
倉
庫
で
は
な
く
、
す
ぐ
に
取
り
出

せ
、み
ん
な
の
目
に
付
く
と
こ
ろ
に
置
い
て
い
る
」

と
の
こ
と
で
し
た
。
こ
こ
に
も
海
難
事
故
防
止
へ

の
意
識
の
高
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
今
回
、
取
材
に
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
３
名
の
Ｌ

Ｇ
Ｌ
さ
ん
、
ま
た
、
Ｊ
Ｆ
高
砂 

松
本
組
合
長
は

じ
め
関
係
者
の
皆
様
に
、
紙
面
を
借
り
ま
し
て

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
こ
の
件
に
関
す

る
お
問
い
合
わ
せ
等
は
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連	

指
導
部	

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
７
８
︱
９
４
０
︱
８
０
１
３
）
ま

で
お
願
い
し
ま
す
。

㈶兵庫県水産振興基金

一昨年の委嘱式の記念写真（写真提供：ＪＦ高砂 松本組合長）

海難事故防止に向けて
 ご存知ですか？ライフガードレディース
　～ＪＦ高砂で活躍する３名のＬＧＬを紹介～

玄関すぐ脇に並べられた救命具
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　ＪＡ兵庫西は４月１日（月）から、窓口機能を

搭載した金融移動店舗車「にっしぃ号」の運行を

神崎郡で開始しました。主に中山間地域を巡回

し、交通手段の限られた組合員や利用者のもとへ

出向くことで利便性を向上させるとともに、地域

との絆をより一層深めていくことを目的としてい

ます。

　「にっしぃ号」は全長6.6メートル、幅2.1メー

トルのトラックで、車内にカウンター形式の窓口

を設置。オンライン端末を搭載し、衛星通信機能

を利用することで取引のスムーズ化を図るととも

に、災害時などでも安定した通信手段を確保する

ことができるものです。

　同車は公民館や旧ＪＡ店舗などに停車をして、

窓口担当者と渉外担当者が貯金の入出金や共済の

相談などを受け付けます。運行初日に入金のため

立ち寄った女性は「家の近くに移動車が停まるの

で便利」と歓迎されていました。

　５月以降は、たつの市や宍粟市、佐用町などへ

とエリアを拡大し、充実した地域密着型サービス

を図っていきます。

　３月12日（火）、消費者支援機構関西（KC's）、
ひょうご消費者ネット、生活協同組合コープこう
べ、兵庫県生協連の4者共催の「ひょうご消費者
セミナー2012」を開催しました。このセミナーは、
適格消費者団体の役割としての「集団的消費者被
害救済制度」について理解を深めるとともに、幅
広い世代の消費者に学びの中から発見した「やさ
しい暮らし方」を提案するもので、当日は130名
が参加しました。
　はじめに「消費者庁の現状と今後の課題」と題し
て、消費者庁長官 阿南 久氏が講演。「消費者が自
ら必要な知識を習得し、地域のなかで情報を共有
し、よりよい社会づくりの主体となる“消費者市
民社会”をめざしていきましょう」と話されました。
　その後「集団的消費者被害救済制度～消費者は
もう泣き寝入りせえへんで～」をテーマに、大阪
大学学生劇団「ちゃうかちゃわん」のみなさんに
よる楽しい寸劇では、学納金の問題から「集団的
消費者被害救済制度とは、どんな制度なのか」を
わかりやすく学びました。
　また、消費者被害の現状や新訴訟制度への取り
組みについて、消費者支援機構関西 常任理事の
二之宮 義人氏をコーディネーターとして、兵庫
県生活科学総合センター 主幹兼相談調査課長 本
多 三洋子氏、兵庫県立大学環境人間学部環境人
間学科 村上 りさ氏、ひょうご消費者ネット 理
事 上田 孝治氏の３名のパネリストによるパネル
ディスカッションが行われました。
　参加者からは、「適格消費者団体と訴訟制度の内
容がよくわかりました」「世の中のトラブルの内容
を知りました。適格消費者団体の活動は、悪質事
業者の抑制になると思った」「情報を“知らせる”
取り組みの大切さを実感しました」などの感想が
寄せられ、充実した内容のセミナーとなりました。

金融移動店舗車
「にっしぃ号」運行開始

「ひょうご消費者セミナー
2012」を開催

▲安全祈願祭でテープカットをする市村組合長ら（管理本店）

◀消費者庁 阿南 久 長官

▼ 消費者被害の現状についての
パネルディスカッション
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豆腐と納豆
◆
豆
腐
に
は
確
か
に
「
旨
い
・
不
味
い
」が
あ
る
。
た
ま
た
ま
入
っ
た
明
石
の

飯
屋
の
は
、
実
に
美
味
し
く
て
お
代
わ
り
を
し
た
。
司
馬
遼
太
郎
が
『
花
神
』

に
書
い
て
い
る
が
、
の
ち
に
大
村
益
次
郎
と
改
名
す
る
村
田
蔵
六
は
豆
腐
が

好
き
で
、
蔵
六
自
身
も
豆
腐
の
よ
う
な
男
だ
っ
た
そ
う
だ
。
虚
飾
が
な
く
実
が

あ
り
、
無
愛
想
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
確
か
に
豆
腐
を
食
べ
る
と
そ
ん
な
感
じ
が

す
る
。
大
豆
の
も
つ
植
物
蛋
白
質
は
、
非
常
に
上
質
で
「
畑
の
肉
」と
も
い
う
。

明
治
八
年
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
開
催
さ
れ
た
万
国
農
業
博
覧
会
に
、
日
本
か
ら

は
大
豆
と
テ
ン
グ
サ
を
出
品
し
た
。
そ
の
大
豆
の
栄
養
成
分
を
調
べ
た
結
果
、

牛
肉
に
近
い
蛋
白
質
や
脂
肪
を
含
ん
で
い
る
と
判
り
「
畑
の
肉
」と
呼
ん
だ
の

が
最
初
だ
そ
う
だ
。

◆
豆
腐
は
中
国
で
発
明
さ
れ
た
が
、
い
つ
・
誰
が
と
な
る
と
曖
昧
な
伝
承
話

に
な
る
。
漢
の
高
祖
の
孫
、
劉
安
（
り
ゅ
う
あ
ん
）だ
と
す
る
の
が
定
説
に
な

っ
て
い
る
が
、
あ
る
中
国
の
学
者
に
よ
れ
ば
、
豆
腐
の
起
源
は
16
世
紀
後
期
以

前
の
文
献
に
掲
載
が
無
く
、
宋
代
に
な
っ
て
か
ら
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。
日
本

で
の
通
説
は
、
八
世
紀
の
奈
良
朝
時
代
に
遣
唐
僧
が
も
た
ら
し
た
と
し
て
い

る
が
、
豆
腐
は
存
外
「
新
し
い
食
べ
物
」な
の
か
も
知
れ
な
い
。
食
べ
方
は
冷

や
奴
・
湯
豆
腐
・
田
楽
が
豆
腐
の
美
味
し
さ
を
味
わ
う
の
に
適
っ
て
い
る
。

少
し
以
前
の
豆
腐
は
、
凝
固
剤
に
ニ
ガ
リ
を
使
っ
て
い
た
の
で
、
絹
漉
し
豆
腐

は
長
い
時
間
水
に
晒
し
た
が
、
硫
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
に
変
わ
り
苦
み
が
無
く
な

っ
た
。
食
べ
物
も
進
化
し
て
い
る
。

◆
平
成
21
年
生
ま
れ
の
孫
は
納
豆
が
大
好
き
で
あ
る
。
母
親
た
る
末
娘
が
、
子

供
の
頃
か
ら
納
豆
好
き
だ
っ
た
か
ら
気
質
遺
伝
の
よ
う
だ
が
、
お

よ
そ
子
供
の
好
き
嫌
い
と
い
う
の
は
母
親
に
影
響
さ
れ
る
。
自
分

の
嫌
い
な
食
材
は
決
し
て
食
卓
に
乗
せ
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
納
豆
菌

の
働
き
に
よ
り
、
大
豆
の
蛋
白
質
が
分
解
さ
れ
一
部
が
ア
ミ
ノ
酸

に
変
化
す
る
。
こ
の
た
め
消
化
吸
収
が
抜
群
に
良
く
て
栄
養
価
も

高
い
。
そ
の
成
分
は
動
脈
硬
化
や
高
血
圧
な
ど
成
人
病
に
効
果
が

あ
る
。
ナ
の
字
を
十
個
を
丸
め
て
輪
に
し
た
の
が
関
西
納
豆
工
業

の
マ
ー
ク
で
、
消
費
拡
大
を
狙
い
、
七
月
十
日
を
「
納
豆
の
日
」に

設
定
し
た
。
ゴ
ロ
合
わ
せ
で
あ
る
。

◆
平
安
後
期
の
武
将
、
源
八
幡
太
郎
義
家
に
納
豆
誕
生
を
伝
え
る

伝
説
が
あ
る
。
義
家
は
奥
州
十
二
年
に
及
ぶ
合
戦
で
武
勇
を
挙
げ

る
が
、
そ
の
戦
さ
で
馬
糧
に
使
っ
た
煮
豆
が
、
偶
然
に
発
酵
し
て
納

豆
が
出
来
た
と
い
う
。
伝
説
の
真
偽
は
さ
て
お
き
、
義
家
の
足
跡
の

残
る
町
々
で
、
今
も
納
豆
が
作
ら
れ
て
い
る
。
納
豆
を
よ
り
美
味
し

く
す
る
に
は
、
刻
み
葱
・
削
り
鰹
・
溶
き
芥
子
が
必
須
で
、
此
れ
ら

を
掻
き
混
ぜ
て
十
分
に
粘
り
を
出
す
の
が
コ
ツ
で
あ
り
、
醤
油
味

で
食
べ
る
の
が
最
高
と
い
う
。
北
大
路
魯
山
人
の
著
書
に
、
三
百
回

以
上
混
ぜ
る
こ
と
、
混
ぜ
る
こ
と
で
糸
が
切
れ
蜘
蛛
の
巣
状
に
な

り
、
そ
し
て
旨
み
が
増
す
と
あ
っ
た
。

新
緑
の
樹

栽
培
漁
業
と
ア
サ
リ
に
つ
い
て

　
３
月
の
大
輪
田
塾
は
26
日（
火
）

に「
栽
培
漁
業
の
概
要
に
つ
い
て
」

と「
ア
サ
リ
概
論 

～
生
態
か
ら

増
殖
技
術
ま
で
～
」の
２
課
題
を

開
講
し
ま
し
た
。

　
「
栽
培
漁
業
の
概
要
に
つ
い
て
」

は（
公
財
）ひ
ょ
う
ご
豊
か
な
海

づ
く
り
協
会 

永
山 

博
敏
主
幹
が

講
義
を
行
い
ま
し
た
。栽
培
漁
業

の
概
念
や
、同
協
会
が
行
っ
て
い

る
事
業
内
容
に
つ
い
て
詳
し
く
解

説
が
な
さ
れ
、塾
生
は
理
解
を
深

め
ま
し
た
。

　
続
く「
ア
サ
リ
概
論 

～
生
態

か
ら
増
殖
技
術
ま
で
～
」で
は
県

立
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー 

安
信 

秀

樹
主
席
研
究
員
が
講
義
を
行
い
ま

し
た
。ア
サ
リ
の
生
態
か
ら
、現

在
、西
播
地
区
で
盛
ん
に
行
わ
れ

て
い
る
延
縄
式
垂
下
蓄
養
の
具
体

的
な
事
例
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。塾
生
ら
か
ら
は
そ
の
方

法
や
、適
合
す
る
漁
場
の
条
件
な

ど
、熱
心
な
質
問
が
多
く
出
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
後
の
大
輪
田
塾

日
時
：
平
成
25
年
５
月
２
日（
木
）　
13
時
30
分
か
ら

　
　
　
水
産
会
館
に
て

講
義
：「
水
協
法
概
要
」（
仮
題
）

日
時
：
平
成
25
年
５
月
21
日（
火
）　
13
時
30
分
か
ら

　
　
　
Ｊ
Ｆ
神
戸
市
に
て

講
義
：「
漁
協
に
お
け
る
加
工
事
業
に
つ
い
て
」（
仮
題
）

永山主幹の講義安信主席研究員からアサリについて学びました
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